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水
道
法
改
正
に
伴
う

　
　
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
裏
側

･,s＝'＝べ

よ
し
む
ら

吉
村

か
ず
な
り

和
就

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・
ジ
ヤ
パ
ン
代
長

円
迪
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

永
の
安
豹
祥
淳
代
賠
賎
構
夜
雨
笈
□

大
八
）

目
お
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
＃
>

　
水
道
法
の
改
正
案
が
国
会
で
怒
涛
の
中
で
可
決
・
成
立
し
た
。
（
平
成
三
十
年
十
二
月
六
日
）

昨
年
末
の
国
会
審
議
中
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
が
、
法
案
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
官
民
連
携
、
特
に

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
問
題
を
特
番
で
流
し
た
。
『
日
本
水
道
を
外
資
に
売
り
渡
す
暴
挙
』
、
『
民
営
化

づ
る
と
水
道
料
金
は
五
倍
に
も
！
』
、
「
民
間
企
業
に
水
道
事
業
を
任
せ
て
は
い
け
な
い
」
な
ど
と

水
を
め
ぐ
る
デ
マ
と
陰
媒
炭
が
湧
水
の
ご
と
く
流
さ
れ
、
誤
解
に
基
づ
く
報
道
が
続
い
た
。
単
音

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
は
じ
め
民
報
各
社
か
ら
、
乞
わ
れ
る
ま
ま
に
『
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
数
値
を
も
っ
て

冷
静
に
説
明
』
し
、
そ
の
結
果
二
十
五
件
の
マ
ス
コ
ミ
に
出
演
（
う
ち
七
件
は
生
放
送
）
し
た
が
、

最
初
か
ら
色
眼
鏡
（
民
営
化
す
る
と
大
変
だ
、
阻
止
せ
よ
）
の
視
点
で
制
作
し
て
い
る
一
部
マ
ス

コ
ミ
の
報
道
姿
勢
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
こ
に
竿
者
が
経
験
し
た
水
道
民
営
化
の
報
道
の
裏
側
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
以
下
は
す
べ
て

の
マ
ス
コ
ミ
取
材
や
生
出
演
で
筆
者
が
説
明
し
た
内
容
で
あ
る
。

四

日
本
水
道
の
現
状
と
法
改
正
の
背
景

　
一
）
日
本
水
道
の
現
状
認
識

　
目
本
の
水
道
普
及
率
は
九
八
％
、
国
連
加
盟
国
百
九
ヤ
三
力
国
で
蛇
口
か
ら
飲
め
る
水
道
は
、

わ
ず
か
十
六
カ
国
、
世
界
で
も
っ
と
も
安
全
安
心
な
日
本
水
道
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
日
本
水
道
の
実
態
は

①
人
口
減
少
、
節
水
機
器
の
普
及
で
料
金
収
入
の
減
少
（
こ
の
十
年
で
二
千
億
円
減
少
）

　
　
水
道
事
業
の
有
利
子
負
債
（
借
金
）
八
兆
円
、
年
間
の
水
道
料
金
収
入
二
兆
三
千
億
円
で
、

　
年
々
借
金
が
積
み
あ
が
っ
て
い
る
。
全
国
の
水
道
事
業
体
千
三
百
八
十
一
の
三
割
が
赤
字
（
赤

　
宇
分
は
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
）
水
道
な
の
に
「
火
の
車
」
状
態
で
あ
る
。
さ
ら
に

②
水
道
施
設
の
老
朽
化
の
加
速
、
耐
震
化
、
大
災
害
へ
の
対
策
で
多
額
な
費
用
捻
出
が
必
要
で
あ

　
る
（
老
朽
化
の
配
管
取
り
換
え
に
、
百
三
十
年
か
か
る
）

③
水
道
技
術
者
の
高
齢
化
、
定
年
退
職
者
の
増
加
（
三
十
年
前
八
万
人
、
現
在
囲
Ｔ
五
万
人
以
下

　
に
減
少
）

　
　
水
道
は
地
域
特
有
の
条
件
が
あ
り
（
水
源
、
気
候
、
人
口
、
産
業
、
水
害
要
な
ど
）
、
い
わ

　
ば
経
験
工
学
の
集
大
成
で
あ
り
、
地
域
に
密
着
し
た
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
が
い
な
く
な
る
こ
と
は
、

　
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
が
で
き
な
く
な
る
弊
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
『
百
年
水
道
を
考
え

　
る
な
ら
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
よ
り
人
材
育
成
が
急
務
』
で
あ
る
。
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①
こ
の
ま
ま
で
は
「
宮
ふ
戮
誰
が
や
っ
て
も
水
道
料
金
二
上
二
倍
の
値
上
げ
が
必
要
」
で
あ
る
。

二
）
な
ぜ
法
改
正
が
必
要
に
な
っ
た
か

　
三
蔵
苦
（
力
水
、
モ
ノ
、
ヒ
ト
な
し
）
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
新
し
い
概
念
が
必
要
で
あ
る
。

今
回
の
改
正
法
案
の
骨
子
は
三
点
で
あ
る
。

①
連
切
な
資
産
管
理

　
　
足
元
の
財
政
状
況
、
今
後
の
料
金
収
入
、
老
朽
化
対
策
費
用
を
調
売
、
対
策
を
す
る
こ
と
。

③
統
合
・
広
域
連
携
を
推
進
せ
よ

　
　
地
方
自
治
体
同
士
、
連
携
し
水
道
事
業
の
効
率
化
、
コ
ス
ト
低
減
を
目
指
せ
、
具
体
的
に
は

　
近
隣
自
治
体
と
連
衡
し
水
道
事
業
の
規
模
の
拡
大
（
都
道
府
県
単
位
ま
で
）
を
回
り
、
薬
品
や

　
消
耗
品
の
膨
大
、
水
質
検
査
の
効
率
化
な
ど
を
図
り
コ
ス
ト
削
減
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
規

　
模
の
経
済
を
求
め
る
な
ら
、
給
水
人
口
は
多
い
方
が
望
ま
し
い
。
（
す
で
に
香
川
県
、
宮
城
県
、

　
奈
良
県
な
ど
が
一
県
一
水
道
を
検
討
中
）

③
官
民
連
携
を
推
進
せ
よ
（
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
選
択
肢
の
一
つ
）

　
　
官
民
連
携
の
一
つ
の
例
と
し
て
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
が
提
案
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま

　
で
も
つ
目
治
体
が
採
用
す
る
か
し
な
い
か
、
オ
プ
シ
ョ
ン
の
選
択
肢
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
に
の

　
だ
が
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
は
「
こ
の
法
案
が
可
決
す
る
と
、
明
日
か
ら
全
国
民
の
水
道
が
民
営

　
化
さ
れ
る
と
、
誤
っ
た
報
道
が
多
く
な
さ
れ
た
。
決
し
て
「
完
全
民
営
化
で
は
な
い
と
繰
り
返

　
し
説
明
」
し
た
が
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
た
。
ま
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ
収
録
で
は
、
彼
ら
が
望
む
セ
リ
フ

（
必
ず
値
上
げ
が
必
要
、
民
間
企
業
の
問
題
点
な
ど
）
に
触
れ
る
ま
で
カ
メ
ラ
を
回
し
続
け
ら

れ
か
。
（
セ
リ
フ
切
り
取
り
の
為
）

平
　
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
導
入
の
是
非

　
民
問
は
諸
か
ら
な
い
こ
と
は
や
ら
な
い
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
成
立
す
る

都
市
の
規
模
は
人
口
三
十
万
人
以
上
で
中
核
都
市
以
上
が
市
場
で
あ
る
。
初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、

「
や
る
か
や
ら
な
い
か
は
自
治
体
の
チ
ョ
イ
ス
」
で
あ
る
。
番
組
で
は
筆
者
は
「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
凡
常
化
で
は
な
い
」
と
繰
り
返
し
主
張
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
筆
者
へ
の
書
き
込
み
で
は

「
水
道
料
金
の
値
上
げ
を
た
く
ら
む
国
賊
！
」
と
か
「
民
営
化
で
は
な
い
と
、
言
い
切
る
安
倍
総

理
の
代
弁
者
」
、
「
霞
が
開
の
回
し
者
だ
」
な
ど
、
さ
ん
ざ
ん
に
書
か
れ
て
い
る
。

一
）
民
間
悪
玉
論
…
…
水
道
事
業
を
民
間
に
任
せ
て
は
い
け
な
い

　
テ
レ
ビ
局
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
取
材
記
者
、
さ
ら
に
国
民
に
と
っ
て
水
道
に
お
け
る
民
間
企
業

の
存
在
が
、
あ
ま
り
に
も
悪
玉
論
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
を
感
じ
た
。
民
間
企
業
は
『
儲
け

主
義
で
、
自
己
の
利
益
を
追
求
し
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
と
大
幅
値
上
げ
を
す
る
、
絶
対
に
任
し
て
い

け
な
い
！
』
と
叫
ば
れ
て
い
る
。
『
民
間
企
業
に
任
せ
て
は
い
け
な
い
Ｉ
』
外
資
・
水
メ
ジ
ャ
ー

を
意
識
し
て
の
論
調
で
あ
ろ
う
が
、
筆
者
か
ら
み
る
と
明
治
二
十
年
か
ら
近
代
水
道
の
歴
史
を
振

り
返
る
と
水
道
の
シ
ス
テ
ム
研
究
開
発
ふ
犬
施
、
資
機
材
の
開
発
、
事
務
業
務
な
ど
民
間
企
業
と

官
が
二
人
三
脚
で
遂
行
し
て
き
た
事
実
が
す
べ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
水
道
事
業
は
、
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す
べ
て
官
民
連
携
で
成
り
立
っ
て
き
た
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
国
内
水
道
に
お
い
て
官
民

連
携
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｌ
Ｗ
ｉ
ｎ
の
前
提
で
な
さ
れ
て
き
た
百
年
以
上
の
実
績
が
あ
る
。
当
然
、
今
後
の

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
導
入
に
際
し
て
も
民
間
企
業
の
利
益
に
対
す
る
官
側
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
も
必
須
で
あ
る
。

二
）
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
を
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
は

　
メ
リ
ッ
ト
は
　
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
ご
即
見
を
い
か
し
新
技
術
の
採
用
、
豊
富
な
水
道
人
材
の
提

供
、
経
常
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
ぃ
て
全
体
の
コ
ス
ト
低
減
を
図
れ
る
こ
と
で
あ
る
、
さ
ら
に
言
え

ば
、
民
間
の
技
術
と
智
慧
を
フ
ル
活
用
す
る
な
ら
、
今
後
は
仕
様
書
発
注
か
ら
性
能
発
注
（
入
口
、

出
目
条
件
の
み
提
示
し
、
中
の
シ
ス
テ
ム
造
り
は
民
間
に
任
せ
る
）
へ
の
切
り
替
え
が
必
須
で
あ
る
。

三
）
　
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
デ
メ
リ
ッ
ト

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
水
道
事
業
は
、
そ
の
地
域
の
あ
る
水
資
源
を
使
い
、
水
源
、
天
候
、
水
害
要

な
ど
特
異
的
な
条
件
が
多
い
、
従
っ
て
一
社
独
占
に
、
長
期
間
運
営
さ
せ
る
と
、
歯
止
め
が
利
か

な
く
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
料
金
引
き
上
げ
に
つ
な
が
る
。
ま
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
す
べ
て
、
そ

の
民
間
会
社
に
残
り
、
再
公
営
化
か
難
し
く
な
る
。
今
回
の
法
律
の
中
に
、
国
ま
た
は
公
設
第
三

者
機
関
に
よ
る
管
理
監
督
機
関
の
設
置
が
入
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
欠
陥
法
律
で
あ

る
。

　
ま
た
法
案
成
立
の
際
に
付
帯
決
議
に
国
が
管
理
監
督
す
る
事
項
が
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
付
帯
決

議
に
は
法
的
拘
束
力
が
な
い
の
で
気
休
め
に
過
ぎ
な
い
、
法
律
で
定
め
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。

四
）
海
外
の
民
営
化
、
再
公
営
化
の
事
例
紹
介

ド
イ
ツ
で
は
水
道
の
三
割
が
民
営
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
丑
年
の

間
に
再
公
営
化
さ
れ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
四
十
九
件
（
全
体
の
四
％
）
、
ス
ベ
イ
ン
が
十
二
（
全

体
の
Ｉ
％
）
ド
イ
ツ
は
民
営
化
水
道
二
千
百
箇
所
の
う
ち
わ
ず
か
ハ
箇
所
（
全
体
の
○
’
四
％
）

で
あ
り
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
「
三
十
七
カ
国
で
二
百
三
十
五
箇
所
が
再
公
営
化
」
と
さ
れ

て
い
る
が
、
す
べ
て
母
数
が
省
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
報
道
姿
勢
は
お
か
し
い
と
主
張
し
た

フ
ラ
ン
ス
で
は
水
道
の
六
割
、
下
水
の
五
割
が
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
水
道
の
五
割
、
下
水
の
六
割
、

　
　
ｓ
ｚ
．
ｉ
ｊ
ａ
Ｊ
ｓ
_
ｌ
~
ｓ
．
ｓ
ａ
‐
‐
ｓ
ｇ
Ｊ

‐
ｓ
Ｓ
．
＆
＿
Ｓ‐
ｉ
＿
．
Ｓ
Ｉ
＿
．
４
　
＝
ｎ
　
ｌ
　
Ａ
ｔ
９
１
Ｓ
Ｉ
ｓ
４
Ａ
Ａ
Ａ
１
１
１

ｙ
ｇ

ａ
１
１
Ａ

１

１
～
．
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｒ
４

が
、
結
局
テ
ロ
ッ
プ
で
使
わ
れ
た
の
は
「
三
十
七
カ
国
で
二
百
三
十
五
再
公
営
化
」
の
み
で
あ
っ

た
。
へ
だ
か
ら
民
間
経
営
は
ダ
メ
だ
、
と
印
象
付
け
）

さ
い
ご
に

　
上
記
で
述
べ
た
内
容
を
、
放
送
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
取
材
陣
に
説
明
す
る
と
と
も
に
、
ス
タ
ジ
オ

で
も
主
張
し
た
が
、
多
く
は
、
本
質
を
理
解
し
て
い
な
い
野
党
の
意
見
に
同
調
し
た
報
道
『
明
日

か
ら
水
道
が
民
営
化
さ
れ
、
料
金
高
騰
が
始
ま
る
』
と
か
「
外
資
に
水
道
が
乗
っ
取
ら
れ
る
」
と

偏
っ
た
報
道
の
材
料
に
使
わ
れ
た
例
が
多
か
っ
た
。
（
特
に
Ｖ
Ｔ
Ｒ
収
録
の
テ
ロ
ッ
プ
）

　
ま
た
、
単
音
の
対
抗
馬
と
し
て
呼
ば
れ
た
、
に
わ
か
水
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
大
学
敦
授
か
、
ネ

ッ
ト
上
の
報
道
内
容
の
コ
ビ
ペ
で
国
民
の
恐
怖
感
や
不
安
感
を
あ
お
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
浄
水
場
に
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も
行
っ
た
こ
と
が
無
い
、
法
案
も
読
ん
で
な
い
人
達
で
本
当
に
残
念
な
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
水
道
法
改
正
の
最
大
の
貢
献
は
「
い
ま
ま
で
知
ら
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
日
本
水
道
の
実

感
が
、
こ
の
よ
う
な
報
道
が
過
熱
し
た
二
週
間
で
、
す
べ
て
の
国
民
に
危
機
的
な
日
本
水
道
を
認

識
さ
せ
た
」
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。
二
千
以
内
に
具
体
的
な
施
行
令
が
公
表
さ
れ
る
が
課
題

解
決
は
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、
官
・
民
は
も
ち
ろ
ん
地
域
住
民
と
手
を
携
え
て
「
百
年
水
道
を
信

雄
」
す
る
強
い
決
意
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ伴うマスコミ出演一覧水道法改正C
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Ｈ
日
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建
国
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日
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開
演
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総
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「
世
界
の
手
本
と
な
る
国
、
日
本
。
そ
の
為
に
は
、

良
い
文
化
は
伝
え
、
悪
く
な
っ
た
と
こ
ろ
は
直
す
。

国
の
未
来
は
若
者
の
質
で
決
ま
る
。
公
を
考
え
、
や

さ
し
い
若
者
を
つ
く
る
。
実
力
者
が
要
職
に
就
き
、

誠
実
に
働
け
ば
、
国
は
す
ぐ
に
良
く
な
る
」

　
こ
の
理
念
に
基
づ
き
演
説
者
が
独
自
の
視
点
で
、

テ
ー
マ
を
選
定
し
、
聴
衆
に
訴
見
か
け
ま
す
。
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心
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た
む
ら
の
り

田
村
能
里

●
田
村
能
里
子
（
た
む
ら
・
の
り
こ
）
略
歴

子こ

一
九
四
四
年
、
愛
知
県
生
ま
れ
。

丁
九
六
六
年
、
武
戦
野
美
術
大
学
油
絵
実
技
専
修
科
卒
業
。

▽
几
六
九
年
か
ら
四
年
間
、
イ
ン
ド
に
滞
在
し
大
地
に
生
き
る

人
々
を
描
く
。

〃 〃 4

九
八
六
年
、
文
化
庁
芸
術
家
在
外
研
修
員
と
し
て
北
京
中
央

美
術
学
院
に
留
学
。

一
九
八
八
年
、
中
国
・
西
安
の
ホ
テ
ル
「
唐
芋
賓
館
」
を
第
一

作
目
と
し
て
、
中
山
競
馬
場
、
客
船
「
飛
鳥
」
、
横
浜
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル
、
名
古
屋
セ
ン
ト
ラ
ル
タ
ワ
ー
ズ
、
Ｅ
。
目
梅
慶
友
病

院
、
テ
ル
モ
株
式
会
社
、
銀
座
の
フ
ァ
ン
ケ
ル
ス
ク
エ
ア
、
日

本
橋
高
・
局
屋
特
別
食
堂
入
口
な
ど
、
壁
画
∵
障
壁
画
な
ど
五
十

九
作
を
制
作
。

昭
和
公
認
優
秀
賞
、
日
本
青
年
副
家
族
優
秀
賞
、
前
田
寛
倍
大

官
展
佳
作
賞
な
ど
を
受
賞
。

一
九
八
九
年
、
中
国
政
府
よ
り
壁
画
作
品
に
対
し
軒
輸
杯
囚
際

特
別
賞
受
賞
。

一
九
九
五
年
か
ら
三
年
間
タ
イ
（
バ
ン
コ
ク
）
に
滞
在
、
ア
ジ

ア
の
風
土
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
制
作
を
続
け
る
。

著
脱
‥
‥
エ
ッ
セ
イ
集
「
陽
だ
ま
り
の
女
た
ち
」
、
團
文
集
『
女

ひ
と
り
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
描
く
１
‐
、
「
風
と
沙
と
女
た
ち
」
。

カレント2019,2・30２2019，31 ・カレント


	page1
	page2
	page3
	page4

